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　今庄宿プロジェクト協議会が、「今庄の茶めし」をご家庭でも作っていただけるよう、レシ
ピを掲載したパンフレットを制作しました！！
　「今庄の茶めし」は現在、今庄宿をはじめ今庄地区の行事などで代表的な伝承料理として親
しまれ、食されています。
　そのルーツは、奈良の東大寺や興福寺などの僧

そうぼう
房※で、米に炒

い
り大豆などを加え、煎茶や

ほうじ茶で「茶がゆ」にして食されたものが、北国街道を行き交う旅人によって今庄宿に伝え
られたとも言われています。（諸説があります）
　パンフレットをご希望の方は、今庄観光協会（☎ 45－0074）もしくは今庄宿プロジェクト
協議会事務局（℡ 45－0245）までお問い合わせください。
※僧房…寺院に附属した僧とその家族が住む家

■問合せ　観光まちづくり課　☎ 47－8013 きとっけ今庄 今庄宿プロジェクト 検索

　大政奉還に伴い、1872 年（明治５年）宿駅制が廃止されて宿駅の問屋は民間の陸運会社に移行され、宿
駅の特権も失われました。
　そして、今庄宿にとってさらに打撃となったのが幹線道路の変更でした。
　人々の移動や物流が人力車や荷車に刷新されつつあることに伴い、1888年（明治 21年）に敦賀湾の東浦
海岸を沿って大良地区を経て、春日野峠をトンネルで抜け武生（現在の越前市）に至る新国道（現在の国道8
号）が開通し、急坂な峠が多く多雪によって難渋※した北陸道や北国街道を避けられ、今庄宿は衰微※しました。
※難渋…何かに閊えて理解・行が思うように進まないこと。
※衰微…昔見られた盛んな勢いや華やかな活動が跡形もなく失われようとすること。
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３
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⑴
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５
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